様式第４号（第８条関係）

令和　　年　　月　　日

　

（あて先）愛西市長　　　　

　

申請者住所
　　
　　　　　　　
（団体名）　　　（　　　　）　　
（代表者氏名）　　　　　　　　　　　
　

令和　　年度ふるさとづくり事業完了報告書

　

　　令和　　年　　月　　日付け　　愛西協第　　号で助成金の交付決定のあった事業が完了したので下記のとおり報告します。

　

　１　助成事業名　
　２　実施状況

	施行場所
	
	着手年月日
	令和　　年　　月　　日

	
	
	完了年月日
	令和　　年　　月　　日

	助成事業の実施内容
	助成事業の効果

	事業計画の内容
	実施結果
	

	
	
	


　

　「添付書類」

　　１　収支精算書（別紙）

　　２　その他市長が必要と認める書類

別紙

収支精算書

	区分
	当初計画額
(Ａ)
	補正後計画額
(Ｂ)
	精算額
(Ｃ)
	差引き額
(Ｃ－Ａ又はＢ)
	精算額の積算
内訳

	収入
	市助成金
	円
10,000
	　円

	　円
10,000
	　円
0
	　円

	
	自己資金
	10,000
	　

	　
9,000
	　
△1,000
	　

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	計
	20,000
	　

	　
19,000
	　
△1,000
	　

	支出
	総事業費
	20,000

（　〃　）
	0
（　〃　）
	　　19,000（　〃　）
	　 △1,000

（　〃　）
	（　　）

	
	
	
	
	
	
	（　　）

	
	
	
	
	
	
	（　　）

	
	
	
	
	
	
	（　　）

	
	
	
	
	
	
	（　　）

	
	
	
	
	
	
	（　　）

	
	
	
	
	
	
	

	
	計
	20,000
（　〃　）
	0
（　〃　）
	   19,000（　〃　）
	△1,000
（　〃　）
	（　　）


　(注)　支出欄の（　）内には、それぞれの助成対象経費の額を内書きするものであること。
完了報告書提出の日付





記入例





住所は、総代の住所


団体名は市の行政区名（○○町）


代表者氏名は、総代　○○○○


※代表者氏名は総代の自署（パソコン入力不可）





当該年度





交付決定通知書の日付・文書番号








事業を開始した日（交付決定日以降の日付）








交付決定通知書の事業名と同じ








申請書と同じ








例


【集会所の修理】


本来の機能を取り戻し、寄合い等で快適に利用できるようになった。


【夏祭り・秋祭りなど】


地域住民の親睦を深めることができた








申請書と同様に記入


○○の購入


○○工事　など








例


計画通り完了


良好　など








【精算額】


実際にかかった金額（領収書の金額）をもとに記入


※助成対象経費の２分の１の金額（千円未満は切捨て）を市助成金の欄へ記入し、精算額から市助成金を引いた金額を自己資金の欄へ記入。








【補正後計画額】


変更届を提出した場合は変更後の金額を記入


提出していない場合は空欄





【当初計画額】


申請書と同じ金額を記入





【差引き額】


Bに数字が入る場合は【C-B】


それ以外は【C-A】





事業実施にあたり、市助成金が申請時より


・増額となる場合　または


・大幅な減額となる場合　には


変更届の提出が必要です。








